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連
合
は
昨
年
一
一
月
二
二
日
、
都
内
で
二

○
一
二
年
春
季
生
活
闘
争
に
向
け
た
「
格
差

是
正
フ
ォ
ー
ラ
ム
─
元
気
な
中
小
企
業
を
目

指
し
て
」
を
開
催
し
た
。
前
半
で
は
、
中
小

企
業
庁
の
宮
川
正
次
長
が
、「
中
小
企
業
政

策
の
考
え
方
と
具
体
的
展
開
に
つ
い
て
」
と

題
し
て
講
演
。
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
現
況

と
課
題
に
つ
い
て
報
告
し
た
の
ち
、
電
力
需

給
の
見
通
し
と
タ
イ
の
洪
水
被
害
に
つ
い
て

説
明
を
加
え
た
。
後
半
は
、
中
小
企
業
家
同

友
会
全
国
協
議
会
の
松
井
清
充
事
務
局
長
が

「
中
小
企
業
経
営
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て

─
東
日
本
大
震
災
か
ら
見
え
て
き
た
こ
と
」

を
テ
ー
マ
に
、
震
災
の
影
響
と
そ
こ
か
ら
浮

か
び
上
が
っ
て
き
た
課
題
に
つ
い
て
、
被
災

三
県
（
岩
手
県
、
宮
城
県
、
福
島
県
）
の
現

地
報
告
も
交
え
て
講
演
し
た
。
以
下
、
本

フ
ォ
ー
ラ
ム
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

中
小
企
業
政
策
の
考
え
方
と
具
体
的

展
開
／
中
小
企
業
庁

　

中
小
企
業
は
全
企
業
数（
約
四
二
○
万
社
）

の
九
九
・
七
％
（
約
四
一
九
万
社
）
を
占
め
、

従
業
員
数
も
全
体
の
六
六
％
に
達
し
て
い
る
。

宮
川
次
長
は
、
日
本
経
済
を
支
え
る
屋
台
骨

で
あ
る
中
小
企
業
が
元
気
に
な
ら
な
い
と
、

被
災
地
を
含
め
日
本
全
体
が
新
た
な
展
望
を

描
け
な
い
こ
と
を
強
調
し
た
う
え
で
、
二
○

一
一
年
七
～
九
月
期
の
中
小
企
業
の
業
況
判

断
Ｄ
Ｉ
の
マ
イ
ナ
ス
幅
が
縮
小
し
た
こ
と
を

紹
介
。
先
行
き
の
懸
念
材
料
と
し
て
、
①
欧

州
財
政
不
安
②
歴
史
的
な
円
高
③
深
刻
化
す

る
タ
イ
の
洪
水
被
害
―
―
を
指
摘
す
る
一
方
、

明
る
い
材
料
と
し
て
第
三
次
補
正
予
算
の
成

立
・
執
行
に
伴
う
復
興
内
需
の
拡
大
を
あ
げ
、

プ
ラ
ス
要
因
が
マ
イ
ナ
ス
要
因
を
上
回
る
と

の
見
通
し
を
示
し
た
。

　

地
域
別
に
は
、
東
北
地
方
の
中
小
企
業
の

景
況
Ｄ
Ｉ
は
急
ピ
ッ
チ
で
回
復
し
、
震
災
前

水
準
に
到
達
し
た
も
の
の
、
台
風
一
二
号
に

直
撃
さ
れ
た
中
国
、
四
国
地
方
、
台
風
一
二

号
に
よ
る
集
中
豪
雨
に
見
舞
わ
れ
た
近
畿
地

方
で
は
、
緩
や
か
な
回
復
に
と
ど
ま
り
、
震

災
前
の
水
準
に
戻
っ
て
い
な
い
と
し
た
。
業

種
別
に
は
、
建
設
業
は
復
興
特
需
も
あ
り
震

災
前
水
準
を
超
え
て
、
右
肩
上
が
り
の
回
復

を
み
せ
る
も
の
の
、
製
造
業
や
卸
売
・
小
売

業
は
回
復
の
テ
ン
ポ
が
緩
や
か
な
状
況
に
あ

る
と
い
う
。

　

今
後
の
中
小
企
業
政
策
と
し
て
、
グ
ロ
ー

バ
ル
競
争
が
激
化
し
、
中
小
企
業
を
取
り
巻

く
環
境
が
一
段
と
厳
し
さ
を
増
す
な
か
、
激

変
す
る
内
外
環
境
に
勝
ち
抜
く
こ
と
が
で
き

る
高
い
企
業
力
を
有
す
る
自
立
型
中
小
企
業
、

地
域
社
会
や
住
民
生
活
に
貢
献
す
る
こ
と
が

で
き
る
中
小
企
業
を
重
点
的
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
て
い
く
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

今
冬
と
来
夏
の
電
力
需
給
の
見
通
し

　

二
○
一
一
年
冬
の
電
力
需
給
に
つ
い
て
は
、

「
被
災
地
を
抱
え
る
東
北
電
力
は
、
東
京
電

力
か
ら
の
供
給
に
よ
り
乗
り
切
る
こ
と
が
で

き
る
」
と
し
な
が
ら
も
、「
関
西
電
力
は
一

○
％
節
電
要
請
も
あ
り
、
特
に
一
月
～
三
月

期
は
厳
し
い
」
と
の
見
方
を
示
し
た
。

　

気
に
な
る
二
○
一
二
年
夏
の
需
給
に
つ
い

て
は
、
原
発
の
再
稼
働
が
な
く
、
二
○
一
○

年
並
み
の
猛
暑
で
ピ
ー
ク
需
要
を
仮
定
し
た

場
合
と
、
電
力
使
用
制
限
令
を
発
動
し
た
昨

年
夏
の
節
電
実
績
を
踏
ま
え
、
平
年
並
み
の

暑
さ
で
あ
る
と
仮
定
し
た
場
合
の
二
パ
タ
ー

ン
を
想
定
。
前
者
は
約
一
割
（
マ
イ
ナ
ス
一

六
五
六
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
電
力
不
足
に
陥

る
と
の
厳
し
い
見
通
し
を
示
し
た
が
、
後
者

の
ケ
ー
ス
で
は
、
プ
ラ
ス
四
・
一
％
で
電
力

需
給
は
持
ち
こ
た
え
る
と
の
見
解
を
提
示
し

た
。

　

こ
う
し
た
予
測
を
踏
ま
え
、
来
夏
の
計
画

停
電
や
電
力
使
用
制
限
を
回
避
す
る
た
め
、

ピ
ー
ク
時
電
力
対
策
に
二
三
五
三
億
円
、
そ

れ
以
外
の
間
接
的
対
策
を
含
め
る
と
五
七
九

四
億
円
の
予
算
措
置
が
講
じ
ら
れ
、
省
エ
ネ

や
電
力
供
給
拡
大
の
取
り
組
み
を
政
策
面
か

ら
も
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
す
る
こ
と
を
表
明
。
具

体
的
に
は
、
①
節
電
目
標
の
共
有
や
ス
マ
ー

ト
メ
ー
タ
ー
を
活
用
し
た
消
費
電
力
の
「
見

え
る
化
」
の
徹
底
②
需
要
家
へ
の
省
エ
ネ
促

進
③
多
様
な
主
体
が
参
加
し
た
供
給
力
増
強

―
―
の
三
本
柱
を
あ
げ
た
う
え
で
、
需
要
抑

制
（
最
大
九
八
○
万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
を
徹
底

す
る
と
同
時
に
、
供
給
増
強
（
最
大
六
四
二

万
キ
ロ
ワ
ッ
ト
）
の
取
り
組
み
を
促
し
、
数

値
目
標
を
含
め
き
め
細
や
か
な
節
電
要
請
と
、

電
力
会
社
に
よ
る
供
給
力
積
み
増
し
を
求
め

る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

タ
イ
の
洪
水
被
害
へ
の
対
応

　

一
方
、
宮
川
次
長
は
、
記
録
的
な
大
雨
と

平
坦
な
地
形
に
よ
り
、
深
刻
な
被
害
に
見
舞

わ
れ
た
タ
イ
の
洪
水
被
害
（
二
○
一
一
年
一

一
月
時
点
）
に
つ
い
て
も
触
れ
た
。
バ
ン
コ

ク
市
街
地
を
貫
流
す
る
チ
ャ
オ
プ
ラ
ヤ
川
流

域
の
工
業
団
地
に
お
い
て
、
日
系
企
業
約
四

五
○
社
に
被
害
が
及
ん
だ
こ
と
を
報
告
。
復

興
対
策
と
し
て
、
経
済
産
業
省
に
「
タ
イ
洪

水
被
害
対
策
本
部
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、

現
地
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ（
日
本
貿
易
振
興
機
構
）

バ
ン
コ
ク
事
務
所
に
相
談
窓
口
を
開
設
し
、

情
報
提
供
や
タ
イ
政
府
と
の
協
議
の
拠
点
に

す
る
方
針
も
明
ら
か
に
し
た
。

　

併
せ
て
、
国
内
の
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
、
商
工
中

金
、
中
小
企
業
関
係
団
体
な
ど
に
も
窓
口
を

　
中
小
企
業
を
取
り
巻
く
環
境
と
課
題
を
議
論

─
─
連
合
の
「
格
差
是
正
フ
ォ
ー
ラ
ム
」
か
ら
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設
置
。
現
地
ミ
ッ
シ
ョ
ン
を
派
遣
し
、
日
系

企
業
の
被
害
状
況
を
把
握
す
る
と
同
時
に
、

現
地
Ｊ
Ｅ
Ｔ
Ｒ
Ｏ
で
も
情
報
収
集
に
努
め
て

い
る
こ
と
を
報
告
し
た
。

　

操
業
停
止
に
陥
っ
た
日
系
企
業
で
働
い
て

い
た
タ
イ
人
従
業
員
の
受
け
入
れ
に
つ
い
て

は
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
維
持
・
復
旧
の

観
点
か
ら
、
国
内
に
お
け
る
代
替
生
産
を
実

施
す
る
た
め
、
被
災
日
系
企
業
に
勤
め
て
い

た
タ
イ
人
従
業
員
に
対
し
、
①
事
業
所
名
、

所
在
地
、
業
務
内
容
、
氏
名
を
特
定
し
た
個

別
の
許
可
②
在
留
期
間
は
六
カ
月
③
家
族
帯

同
は
認
め
ら
れ
な
い
④
受
入
企
業
は
確
実
な

帰
国
措
置
を
と
る
―
―
こ
と
な
ど
の
一
定
の

条
件
の
下
、
在
籍
出
向
の
か
た
ち
で
国
内
就

労
を
認
め
る
。

　

さ
ら
に
、
二
○
一
一
年
一
一
月
四
日
よ
り
、

法
務
省
入
国
管
理
局
に
お
い
て
事
前
相
談
の

受
付
が
開
始
さ
れ
て
い
る
こ
と
や
、
タ
イ
の

被
災
企
業
が
世
界
各
国
に
部
品
を
供
給
し
て

い
る
現
状
を
踏
ま
え
、
時
間
を
要
す
る
就
労

ビ
ザ
（
査
証
）
発
給
の
手
続
き
を
簡
素
化
し
、

迅
速
な
生
産
移
管
を
進
め
る
体
制
が
整
い
つ

つ
あ
る
こ
と
を
紹
介
し
て
、
講
演
を
締
め
く

く
っ
た
。

東
日
本
大
震
災
の
中
小
経
営
へ
の
影
響

／
中
小
企
業
家
同
友
会

　

二
○
○
八
年
九
月
の
リ
ー
マ
ン
・
シ
ョ
ッ

ク
後
、
エ
コ
ポ
イ
ン
ト
な
ど
の
政
策
効
果
も

あ
っ
て
二
○
一
○
年
の
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
、
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
前
の
九
五
％
水
準
ま
で
回
復

し
た
。
し
か
し
、
二
○
一
一
年
三
月
一
一
日
、

三
陸
沖
で
Ｍ
九
・
○
の
大
地
震
が
発
生
。
東

日
本
の
沿
岸
部
に
は
大
津
波
が
襲
い
か
か
り
、

福
島
第
一
原
発
は
電
源
喪
失
、
放
射
能
漏
れ

の
事
態
に
陥
り
、
深
刻
な
原
発
事
故
、
エ
ネ

ル
ギ
ー
供
給
不
足
を
巻
き
起
こ
し
た
。
こ
う

し
た
戦
後
最
悪
の
危
機
的
状
況
を
踏
ま
え
、

中
小
企
業
家
同
友
会
で
は
、
震
災
の
二
週
間

後
、会
員
企
業
を
対
象
に
緊
急
影
響
調
査（
一

六
同
友
会
、
回
答
数
二
八
五
二
社
）
を
実
施

し
た
と
い
う
。

　

そ
れ
に
よ
る
と
、「
被
災
地
と
取
引
が
あ

る
」
と
回
答
し
た
企
業
は
三
三
％
。「
貴
社

へ
の
影
響
は
あ
り
ま
す
か
」
の
問
い
に
対
し

て
は
、「
影
響
が
あ
る
」（
四
八
％
）
と
、「
今

後
影
響
が
あ
る
」（
三
○
％
）
を
合
わ
せ
て
、

対
象
企
業
の
七
八
％
に
影
響
が
及
ん
で
い
る

こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

そ
の
内
容
を
地
域
別
に
み
る
と
、
関
東
で

は
、
納
期
延
期
売
上
減
が
七
一
・
五
％
、
計

画
停
電
が
七
○
・
二
％
、
原
材
料
不
足
が
四

一
・
三
％
と
な
り
、
直
接
被
害
よ
り
も
、
間

接
被
害
の
影
響
が
大
き
か
っ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
震
源
か
ら
遠
く
離
れ
た
福
岡
で

も
七
二
％
の
企
業
に
影
響
が
及
ぶ
な
ど
、
震

災
の
影
響
は
日
本
列
島
全
域
の
中
小
企
業
に

及
ん
で
い
る
こ
と
も
明
ら
か
に
な
っ
て
い
る
。

大
き
い
風
評
被
害
の
影
響

　

一
方
、
原
発
事
故
に
伴
う
風
評
被
害
に
つ

い
て
松
井
事
務
局
長
は
、
観
光
客
数
の
急
減

を
指
摘
す
る
。
特
に
、
外
国
人
観
光
客
に
つ

い
て
は
、
沖
縄
を
除
い
て
、
北
海
道
か
ら
九

州
ま
で
、
各
地
で
軒
並
み
客
足
が
途
絶
え
た

と
い
う
。

　

さ
ら
に
、
大
阪
同
友
会
が
二
○
一
一
年
五

月
に
実
施
し
た
第
二
回
目
の
影
響
調
査
を
み

て
も
、「
サ
ー
ビ
ス
業
、
専
門
サ
ー
ビ
ス
業
、

流
通
・
商
業
で
は
震
災
が
発
生
し
た
こ
と
で

イ
ベ
ン
ト
中
止
や
消
費
者
の
買
い
控
え
な
ど

の
自
粛
ム
ー
ド
、
あ
る
い
は
風
評
被
害
の
影

響
が
大
き
い
」「
建
設
業
、
製
造
業
で
は
、

取
引
先
か
ら
の
発
注
の
減
少
、
納
入
の
延
期
、

原
材
料
、
部
品
の
仕
入
れ
が
困
難
」
と
い
っ

た
回
答
が
寄
せ
ら
れ
る
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る
業

種
に
影
響
が
及
ん
で
い
る
こ
と
が
う
か
が
え

る
。

　

今
後
の
見
通
し
に
関
し
て
も
、
復
旧
・
復

興
が
進
み
、
仕
入
れ
が
正
常
化
し
た
と
し
て

も
、
震
災
に
よ
る
マ
イ
ナ
ス
部
分
を
埋
め
合

わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
中
小
と
、
そ
う
で
な

い
企
業
と
の
二
極
化
が
進
行
す
る
リ
ス
ク
が

あ
る
こ
と
を
言
及
し
た
。

東
日
本
大
震
災
が
明
ら
か
に
し
た
こ
と

　

松
井
事
務
局
長
は
、
今
回
の
震
災
で
エ
ネ

ル
ギ
ー
と
食
料
と
い
う
日
本
の
構
造
的
な
問

題
が
改
め
て
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
点
を
指
摘

し
た
。

　
「
震
災
に
よ
り
、サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
（
供

給
網
）が
寸
断
さ
れ
、全
国
を
結
ぶ
供
給
ル
ー

ト
が
途
絶
え
た
。
大
手
コ
ン
ビ
ニ
の
棚
か
ら

食
料
品
は
消
え
、
在
庫
が
底
を
つ
い
た
ガ
ソ

リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
は
給
油
待
ち
の
長
い
車
列

が
続
い
た
」
な
ど
と
し
た
う
え
で
、
未
曾
有

の
混
乱
の
な
か
、
際
だ
っ
た
の
は
中
小
企
業

の
立
ち
直
り
の
早
さ
だ
っ
た
点
を
強
調
。「
地

場
か
ら
仕
入
れ
る
小
売
り
や
飲
食
店
は
早
々

と
営
業
を
再
開
し
た
も
の
の
、
大
手
系
列
で

は
供
給
が
ス
ト
ッ
プ
し
、
開
店
休
業
の
状
態

に
追
い
込
ま
れ
た
。
大
手
依
存
の
系
列
店
は
、

ジ
グ
ソ
ー
パ
ズ
ル
の
ピ
ー
ス
が
欠
け
た
状
態

と
な
り
、
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
シ
ス
テ
ム
の

欠
陥
が
あ
ぶ
り
出
さ
れ
た
」
と
続
け
た
。

　

ま
た
、「
地
産
地
消
の
重
要
性
が
改
め
て

認
識
さ
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が
っ
た
」
こ
と

も
指
摘
。「
こ
れ
か
ら
は
、ロ
ー
カ
ル
と
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
双
方
が
重
要
な
時
代
と
な
っ
て

く
る
」
と
付
け
加
え
た
。

　

そ
の
一
方
、
今
回
の
震
災
で
は
、
市
場
原

理
主
義
の
欠
陥
も
露
呈
し
た
と
い
う
。

　
「
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
を
例
に
と
る
と
、

大
手
系
列
店
や
セ
ル
フ
ス
タ
ン
ド
の
価
格
競

争
に
巻
き
込
ま
れ
、
地
域
の
顔
と
し
て
長
年

親
し
ま
れ
て
き
た
地
場
の
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン

ド
は
相
次
い
で
閉
店
に
追
い
込
ま
れ
た
。
加

え
て
、
在
庫
を
極
力
減
ら
す
ジ
ャ
ス
ト
イ
ン

タ
イ
ム
方
式
が
徹
底
し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、

震
災
直
後
の
ガ
ソ
リ
ン
不
足
は
混
乱
に
拍
車

を
か
け
、
早
期
復
旧
の
足
か
せ
と
な
っ
た
。

在
庫
が
底
を
つ
い
た
ガ
ソ
リ
ン
ス
タ
ン
ド
に
、

給
油
待
ち
の
長
い
車
列
が
続
い
た
の
は
記
憶

に
新
し
い
」

中
小
が
地
域
再
生
の
役
割
を

　

さ
ら
に
、「
日
本
外
し
」
と
も
呼
ば
れ
る

世
界
の
動
き
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
。
被
災

三
県
を
含
め
東
北
地
方
で
は
、
日
本
だ
け
で

な
く
、
世
界
で
使
わ
れ
る
部
品
・
部
材
を
製

造
し
て
い
る
。
震
災
に
よ
り
サ
プ
ラ
イ

チ
ェ
ー
ン
が
寸
断
さ
れ
、
世
界
各
地
に
影
響

が
飛
び
火
し
た
。
今
回
の
反
省
を
踏
ま
え
て
、

世
界
で
は
、
日
本
か
ら
の
供
給
が
な
く
て
も

生
産
体
制
を
維
持
で
き
る
新
た
な
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
作
り
の
動
き
が
出
始
め
て
い
る
。
松

井
事
務
局
長
は
、「
モ
ノ
不
足
を
輸
入
や
海

外
展
開
で
対
応
す
る
な
ら
、国
内
か
ら
需
要
・

顧
客
が
消
え
る
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
、
食
料
だ

け
で
な
く
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
含
め
、
ダ
ブ
ル

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
な
地
産
地
消
の
視
点
が
必
要

と
な
る
。
大
量
生
産
で
は
な
く
、
文
化
度
や

地
域
度
の
高
い
、
世
界
か
ら
求
め
ら
れ
る
商

品
を
『
地
域
』
で
つ
く
り
だ
す
こ
と
。
そ
の

こ
と
を
通
し
て
雇
用
を
増
や
し
、
日
本
各
地

で
再
生
を
図
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
る
」
と
し

て
、「
そ
れ
ら
を
担
う
の
が
地
域
に
貢
献
す

る
元
気
な
中
小
企
業
」
だ
と
強
く
訴
え
た
。

　
（
調
査
・
解
析
部
　
遠
藤
彰
）


